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　本研究室では、人工知能、オペレーションズリ
サーチ、ゲーム理論分野における基礎研究を
行っています。人工知能は現在最も注目されて
いる研究分野の一つであり、その技術は近い将
来、我々の社会にとって必要不可欠なものとな
ることが予想されます。人工知能で扱われる問
題の多くは、探索という要素を含んでおり、人工
知能の研究はパズルを賢く解く作業に似ていま
す。現に、我々の研究室では、色々な社会問題を
どのようにパズルみたいな問題としてモデル化
し、この問題を賢く解くためには、どのように解
けばよいかということを日々考えています。その
他にも、応用研究として、災害に関する研究を
行っています。具体的には、人工知能、地域経
済、土木計画・交通政策等の専門家と、災害時
における災害ロードマップの作成や、避難民の

搬送、及び救援物資の輸送を支援するシステム
等を開発しています。
　人工知能に興味がある学生さん、当研究室で
は、ただ膨大な知識を与えるだけでなく、その
背景となっている考え方や問題の本質を理解
し、自らが考える機会を提供することを目指して
います。皆さんがやりたい研究をとことん探すこ
とから始め、研究室のみんなでアイディアなど
を出し合い研究を進めて行きます。また、研究

を進める過程で必要不可欠なディスカッション
やコミュニケーションは、他者と共同で作業を
進める能力を身につける重要な機会であり、
チーム内で積極的にコミュニケーションを取り、
相手の状況に臨機応変に対処することを通し
て、社会生活に必要不可欠な能力を身につけ
て欲しいと思います。研究成果は国内外の会議
で発表する機会もあり、学生時代にしか得られ
ない貴重な機会を、是非体験して欲しいと思っ
ています。
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何が問題かを見極めること。それが研究への第一歩です。
　私は高校3年生のとき情報系の学部への進学を考えていましたが、より幅広い科目を扱えることから海事科学部への進
学を決めました。2年次では、情報系の授業が豊富なことから海上輸送システム学課程に進学しました。そして、プログラミ
ングや通信、画像処理、最適化などの情報系に関する講義を受講していくうちに、情報系の技術をさらに学びたいと思い、
知能情報学研究室で博士課程まで研究に励みました。学部4年次と大学院の修士課程では、自動車の自動車庫入れに関す
る研究を行い、博士課程では、充足可能性判定問題と呼ばれる、制約がある状況下で意思決定を行うための一般的な問題
があり、それを対象とした研究を行いました。現在は研究職に就いており、研究室で培った技術をさらに発展させ人工知能
の様々な意思決定に関わる研究を行っています。
　将来的に研究職に就きたいと思われている方、特に情報系の研究職に就きたい方は、〝数学の基礎的な知識を学ぶこ
と”と、〝良い問題を発見する能力を培うこと”が重要だと思います。数学の基礎的な知識に関する授業を受けられる点はも
ちろんのこと、特に問題を発見する能力を培うという点において、様々な分野が幅広く学べる海事科学部・研究科は非常に
優れた環境であると思います。研究職に限らず、多種多様な職種に就ける可能性を秘めているのが海事科学部・研究科の
魅力だと思います。

卒業生からのメッセージ

ロジスティクスコース
グローバル輸送科学科 グローバル輸送科学科

賢く問題を解くとは？

現在の「物流」は、より広範囲で総合
的な概念である「ロジスティクス」の
一つとして運用されています。本授
業では、物流とロジスティクスの概
念、サプライチェーンとの関係を整
理し、その中から配送問題・拠点立
地問題の解決法を教授します。また、
ロジスティクスをシステムとして捉
え、効果的な運用方法を考えます。

私たちが生産や消費を行う際、「交
通サービス」と密接に関わっていま
す。本授業では、ミクロ経済学の基
礎理論を踏まえた上で、現代の交通
問題について、理論と政策の両面か
らアプローチします。また現在、運輸
部門が日本におけるCO2排出量の
約2割を占めているため、「交通と環
境」も重要なテーマとなります。

ロジスティクスシステム論
知能化技術は、高度な知的情報処
理能力を計算機上に実現しようとす
る試みであり、今日、情報処理技術
のあらゆる応用分野で不可欠なも
のとなっています。授業では、基礎
原理やアルゴリズムがどのように実
装され動作するか、デモンストレー
ションを交えながら講義し、人工知
能の基本的な考え方を修得します。

知能情報処理論交通経済論
コンピュータ同士や通信機器が行
う「通信」には、方式や信号の扱い
など、多くの取り決め（プロトコル）
があり、それらが階層的に構成され
ることにより、問題なく通信すること
が可能です。授業では、インター
ネットで用いられるTCP/IPを中心
に、コンピュータを使う上で必須の
ネットワーク知識を学びます。

情報ネットワークと e ビジネス

科目 Pick Up

学べる科目紹介

全学共通授業科目 

基礎教養科目
総合教養科目
外国語科目
情報科目
健康・スポーツ科目
共通専門基礎科目

（数学、物理学、化学）

初年次セミナー
コミュニケーション英語
ライティング英語
海事理化学実験1・2　など

基礎的な科目

海事科学通論
海事社会学
海事政策論
海洋学
地勢学
経済学Ⅰ
基礎ゼミ1・2　など

学部に特徴的な科目

国際経済法（法学部）
国際法Ⅰ・Ⅱ（法学部）
Globalization and International
Trade（経営学部）
国際交通（経営学部）
環境経済論（経済学部）
など

他学部開設科目

高度教養科目

Introduction to Maritime Sciences Ⅰ
海事国際法
気象学
経済学Ⅲ　など

入学

学科共通科目

基礎プログラミング　応用プログラミング
応用数学1・2　応用統計学　海運経済論　
海事環境工学　海上保険論　
経営組織論　経営戦略論
会計学　経済学Ⅱ　など

国内では数少ない
ロジスティクスの専門コース
地球規模の物流システムは、世界経済の
中で重要性を増しています。本コースで
は、経済学的見地から物流・輸送の流れを
解明・構築する「輸送計画分野」と、数理計
画や統計解析、シミュレーションなどを用
いてコンテナの効率的な配置や輸送を学
ぶ「経営数理分野」を設置し、体系的にロ
ジスティクスを学べる環境を整えています。

学部共通科目

広い学問領域に触れた上で
２年次からコースを選択
1年次に全学共通科目や学部共通科目を
履修。幅広く学び、自分の適性を見極め
た上で、所属コースを選ぶことができま
す。2年次から専門的な内容を扱う学科
共通科目やコース別の専門科目を履修。

経営管理能力の
向上をめざし
経済・経営系科目を増強
世界の物流分野で求められる、
経営を担う人材や海事政策を
提言できる人材を育成するた
め、従来のカリキュラムに加え、

「経営管理論」「戦略的意思決
定論」などの科目を増強します。

国際物流論
国土交通計画
交通ネットワーク工学
ロジスティクス概論
ターミナル運営計画
ロジスティクスシステム論
交通経済論　など

離散数学
数理計画法
不確実性分析
経営管理論
戦略的意思決定論
情報管理論
リスクマネジメント論
情報ネットワークとeビジネス
知能情報処理論　など

学科専門科目〈輸送計画分野〉 学科専門科目〈経営数理分野〉
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